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　令和４年３月３日、文化庁は、地域に根付く食文化を「１００年フード」と名付けてPRする
新制度で、応募申請された食や産品など、２１２件中、１３１件を認定したと発表しました。
　１００年フードは、江戸時代以前から伝わる「伝統」、明治・大正から続く「近代」、昭和
以降に生まれ今後１００年の継承を目指す「未来」の３部門があり、熊谷地域周辺の「五家
宝」が「伝統」の１００年フード部門で認定されました。また、認定された１３１件のうち、
「五家宝」は、特筆した価値を有すると評価され、１５件の「有識者特別賞」を受賞しまし
た。このことを記念し、４月２１日、熊谷市役所本庁舎に懸垂幕を掲示しました。
　また、１００年フードへの応募を行った「熊谷市文化遺産研究会」は、１００年フード・熊
谷銘菓「五家宝」の多面的な発信、多角的な協働を目指す、新たなコミュニティの発足を目指
し、「五家宝コンソーシアム」宣言を４月２５日付で発表します。
※熊谷市文化遺産研究会（事務局:熊谷市立江南文化財センター ℡048-536-5062 担当:山下）
は、熊谷市内の文化遺産などの調査研究及び情報発信を行う産官学連携の団体です。今回、熊
谷銘菓「五家宝」の歴史や概要、伝承技術の現状などの調査研究を進めた上で、１００年フー
ドへの応募を行い、認定の朗報に結び付きました。

特徴やPRポイント

懸垂幕によって１００年フードに認定された「五家宝」の魅力を発信します。

「五家宝コンソーシアム宣言」では、「五家宝」の消費拡大・認知度向上、「五家宝」の伝統
を引き継ぐ店舗群の連携、学校教育の地域学習における「五家宝」の活用、健康自然食として
の「五家宝」の価値を確立などによる、歴史を越えて愛される郷土遺産「五家宝」の歴史文化
の再認識を目指し、新たなコミュニティの結成に向けた構想が込められています。

・市報くまがや５月号では、五家宝１００年フード認定の特集記事を掲載します。
・６月１日に熊谷市文化遺産研究会主催による、「文化庁１００年フード認定記念フォーラ
ム」を開催します。
・市内にある五家宝製菓店の方に、市内小学校へ出前事業として来校いただき、「五家宝」づ
くりの実演や作り手の思いを伝えていただく体験学習を実施します。

資料の有無（　　有　　・　　無　　）

熊谷市役所本庁舎

「五家宝コンソーシアム宣言」ほか

熊谷市
記者クラブ取材情報

タイトル

「五家宝」の100年フード認定を記念する懸垂幕の掲示及び
「五家宝コンソーシアム宣言」の発表について

令和４年４月２５日（月）　１３時３０分

令和４年４月２５日発表
担当課：スポーツ観光課



 

「五家宝コンソーシアム」宣言 

 

 

 

 

 

１００年フード・熊谷銘菓「五家宝」の多面的な発信、多角的な協働

を目指す、新たなコミュニティの発足へ 

 

「五家宝」の消費拡大・認知度向上 

「五家宝」の伝統を引き継ぐ店舗群の連携 

学校教育の地域学習における「五家宝」の活用 

健康自然食としての「五家宝」の価値を確立 

歴史を越えて愛される郷土遺産「五家宝」の歴史文化の再認識 

 

それぞれを具体化、協働するためのコミュニティ「五家宝コンソーシ

アム」を構築し、熊谷の「五家宝」が、国内の１００年フードをリード

する存在であり続けたいと考えています。 

 

 

令和４年４月２５日 

熊谷市文化遺産研究会 

 



「五家宝コンソーシアム」宣言の骨子 
 

「五家宝」の消費拡大・認知度向上 

五家宝の消費拡大と、１００年フードの代表格としての「五家宝」の認

知度を高めること目指し、積極的な消費喚起と情報発信を行います。 

 

「五家宝」の伝統を引き継ぐ店舗群の連携 

「五家宝」を製造している店舗のＰＲを行うとともに、それぞれの製法

を尊重した上で、個店連携などの施策を通じて、五家宝の継承者同士が

協力し合いながら、「五家宝文化」の啓発を進める風土を目指します。 

 

学校教育の地域学習における「五家宝」の活用 

地域に根付いた郷土文化の啓発に「五家宝」を活用することを提案し、

熊谷市立小学校の地域学習として実施される予定の「五家宝」の製造法

の解説・体験などへの協力を進めます。 

 

健康自然食としての「五家宝」の価値を確立 

健康に良いとされる天然素材を生かした健康自然食としての「五家宝」

の価値に着目した上で、人間にやさしい持続可能性のある食文化として

の魅力を発信します。 

 

歴史を越えて愛される郷土遺産「五家宝」の歴史文化の再認識 

江戸時代中期から製造されてきた熊谷地域の「五家宝」の歴史文化を再

認識するとともに、時代を越えて愛され続けている郷土遺産としての意

義を、未来へ継承します。 



   文化庁 100年フード認定記念フォーラム 

   五家宝のルーツを探る 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  令和 4 年 6 月 1 日（水）午前 10 時〜 

会 場  熊谷市名勝「星溪園」（熊谷市鎌倉町 32） 

定 員  約 20 名（当日受付） 参加無料 
 

◆フォーラム 

      講演会  「熊谷銘菓・五家宝のルーツを探る」 

  熊谷市立江南文化財センター 山下祐樹  （熊谷市文化遺産研究会幹事） 

 

トークセッション 「五家宝リバイバル」 

        建築家 細川末廣 × 山下祐樹 

 

五家宝食べくらべ 

 

 

 

 

 

 

主  催 熊谷市文化遺産研究会 

問合せ 熊谷市立江南文化財センター  電話 ０４８-５３６-５０６２ 

文化庁 100年フード認定「五家宝」 
2022 年 3 月 3 日、文化庁は、地域に根付く食文

化を「100年フード」と名付けて PRする新制度で、

応募申請された食や産品など 131 件を認定したと

発表しました。そして、全国で認定された 131件の

うち、「五家宝」は、特筆した価値を有すると評価

され、15件の「有識者特別賞」を受賞しました。 


